
　

こ
の
大
会
は
、
地
域
福
祉
の
更

な
る
充
実
を
願
い
、
福
祉
活
動
功

労
者
の
表
彰
と
誰
も
が
身
近
な
地

域
の
中
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の

連
携
と
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
日
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
を
目
的
と
し
、「
か
が
や
き

ス
ト
ー
リ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
日
記

風
作
品
を
募
集
し
た
、
な
す
か
ら

キ
ラ
キ
ラ
日
記
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
も
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
1

人
、
優
秀
賞
6
人
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
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2
月
27
日
、
第
16
回
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
振
興
大
会
を
本

会
烏
山
支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
の
表
彰
式
か
ら
規
模
を
縮

小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉
活
動
の
功
労
者
、

多
額
の
浄
財
の
寄
付
者
な
ど
、
23
人
と
19
団
体
に
表
彰
状
、
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
す
か
ら
キ
ラ
キ
ラ

日
記
コ
ン
ク
ー
ル

福
祉
関
係
者

福
祉
関
係
者
2323
人
・
人
・
1919
団
体
を
表
彰

団
体
を
表
彰

第16回社会福祉振興大会を開催第16回社会福祉振興大会を開催



なすからすやま社協だより　２

　

本
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
社
会
が
進
み
、
家
族
形

態
や
地
域
活
動
な
ど
が
変
化
す
る

中
で
、
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
の
世
帯
で

複
数
の
課
題
を
抱
え
る
世
帯
が
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
「
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
支
え
合
い

の
地
域
づ
く
り
」
を
目
的
に
、
関

係
機
関
と
地
域
住
民
等
が
連
携
し

て
で
き
る
だ
け
早
期
に
把
握
・
発

見
し
対
応
し
て
い
く
支
え
合
い
の

し
く
み
の
一
つ
と
し
て
開
始
し
ま

す
。対象

者　

高
齢
者
世
帯
や
障
が

い
の
あ
る
方
が
い
る
世
帯
等

内
容　

暮
ら
し
の
中
の
ち
ょ
っ

と
し
た
困
り
ご
と
な
ど
の
相
談
に

応
じ
て
地
域
住
民
と
連
携
し
て
一

緒
に
解
決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

（
１
）お
話
し
訪
問（
定
期
活
動
）

　

協
力
者
が
対
象
者
宅
を
毎
月
定

期
的
に
訪
問
し
、
社
協
が
発
行
す

る
情
報
誌
等
の
配
布
を
通
じ
て
、

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

（
２
）お
助
け
訪
問（
随
時
活
動
）

　

対
象
者
の
随
時
発
生
し
た
生
活

支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
協
力
者
が

訪
問
し
概
ね
一
時
間
程
度
で
で
き

る
活
動
を
相
談
に
応
じ
行
い
ま

す
。
（
電
球
交
換
、
家
財
の
移

動
、
簡
易
な
片
付
け
等
）

  

な
す
か
ら
支
え
合
い
サ
ポ
ー
ト
バ
ン
ク
事
業
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
助
っ
人
か
ら
す
」

な
す
か
ら
支
え
合
い
サ
ポ
ー
ト
バ
ン
ク
事
業
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
助
っ
人
か
ら
す
」

新
規
事
業

新
規
事
業

利
用
料　

無
料　

※
資
材
等
経

費
が
発
生
す
る
場
合
は
実
費
負
担

と
な
り
ま
す
。

利
用
方
法　

事
前
に
利
用
者
登

録
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
都
度
相

談
し
て
の
対
応
と
な
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
本
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○�

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
功
労
者

青
木
久
松
・
片
岡
喜
代
・
二
片
光

一
・
川
上
節
子
・
磯
和
子
・
鈴
木
ア

サ
子
・
小
原
澤
一
夫
・
平
野
千
代

子
・
小
口
俊
一
・
木
下
悦
子
・
佐
藤

ア
ヤ
子
・
豊
田
廣
子
・
髙
田
希
一

○
そ
の
他
の
功
労
者

平
石
環
境
シ
ス
テ
ム
㈱
代
表
取
締

役
平
石
裕
一
・
髙
津
戸
史
郎
・
仲

山
け
い
子
・
野
尻
啓
子
・
長
谷
川

栄
次
・
渡
邉
正
作
・
吉
沢
麻
子
・

黒
﨑
み
さ
え
・
糸
井
孝
夫
・
横
尾

留
男
・
斎
藤
幸
子
・
宮
﨑
洋
子
・

宮
﨑
京
子
・
平
野
藤
子
・
石
川
芳

子
・
栗
田
弘
子
・
蓮
見
て
る
子
・

野
崎
美
佐
子
・
興
野
ふ
れ
あ
い
の

里
運
営
員
会
会
長
阿
相
孝
一
・
南

大
和
久
ふ
れ
あ
い
の
里
運
営
員
会

会
長
平
山
正
夫
・
上
川
井
ふ
れ
あ

い
の
里
運
営
員
会
会
長
八
板
守
夫

○
感
謝
状

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
宝
積
寺
駅
・
故

田
澤
タ
ヱ
・
中
山
光
雄
・
裕
子
・
㈱

は
や
ぶ
さ
・
小
瀬
澤
敏
・
㈱
凮
月
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
・
㈱
那
須
ニ
コ
ン

順
不
同
・
敬
称
略

○
最
優
秀
賞　

角
田
南
美

○�

優
秀
賞　

小
口
翔
大
・
五
月
女

み
あ
・
石
塚　

優
・
髙
坂
理

心
・
関　

舞
由
・
平
野
真
央

活
動
協
力
者
の
募
集

年
齢
や
経
歴
は
問
い
ま
せ

ん
。興
味
あ
る
方
は
本
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

心
温
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
温
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
、
企
業
、
学
校
、
商
店
な
ど
多
く
の

方
々
か
ら
、
温
か
い
善
意
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
栃
木
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
、
県
内

の
民
間
施
設
や
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、
援
助
を
必

要
と
す
る
方
々
へ
の
地
域
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

赤い羽根共同募金実績一覧
区　　分 金額（円） 募金者概数 備　　考

戸別募金 4,250,150
市内

各自治会

法人募金 351,000
112

事業所
企業・事業
所数

学校募金 48,121 8 校 学校等数

職域募金 214,312 28 箇所
事業所 ･
団体数

その他
の募金

43,603
個人募金・
店舗募金箱
等他

合　　計 4,907,186

振
興
大
会
受
賞
者 

順
不
同
・
敬
称
略

な
す
か
ら
キ
ラ
キ
ラ
日
記
コ
ン
ク
ー
ル

お気軽にご相談ください
社会福祉法人那須烏山市社会福祉協議会

本所 TEL.0287-88-7881 烏山支所 TEL.0287-84-1294
住所：那須烏山市田野倉85-1 住所：那須烏山市初音9-7

～なすから支え合いサポートバンク事業～

生活支援サービス「助っ人からす」

ｻｰﾋﾞｽのしくみ

①定期活動

②随時活動
お助け訪問
(対象者の困りごとに合わせて対応)

お話し訪問(月一回以上)
※目安として第４週目の月曜日午前

※対象者、協力者共に事前登録を頂きます。
※活動の調整が出来次第の活動となります。

協力者

私がやります！

社協

協力者に繋げますね。

対象者

困りました…。

ゴミ分別 家具移動
簡易組立

衣類修繕電球交換 高所の掃除
(エアコンフィルター等)

その他活動

〇対象者の範囲
生活支援課題を自力で解決する
ことが困難な高齢者世帯や障が
いのある者がいる世帯等

〇利用料
無料(材料費等は実費負担)

〇活動時間
概ね1時間程度の活動 〇依頼方法

随時社協に相談して調整
する

活動依頼②

この事業は、安心して暮らしていける支え合いの地域づくりを目的に、地
域住民と関係機関等が相互に協力して、暮らしの中のちょっとした生活課題
を解決することを目指しています。（赤い羽根共同募金配分事業 ）

ｻｰﾋﾞｽの内容
サービスには二つの活動があります。
①定期活動としてのお話訪問。
②随時活動としての生活支援。

社協では、対象者からの生活課題
を把握し、地域の協力者との調整
（コーディネート）を行い、支援活
動につなげます。
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ま
だ
ま
だ
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
終

息
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
工
夫
し
て

つ
な
が
り
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
今

以
上
に
住
み
や
す
い
那
須
烏
山
市

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
私
た
ち
は
、
地
域
に
合
っ
た
身

近
な
つ
な
が
り
作
り
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

現
在
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
で
の

様
々
な
行
事
が
中
止
と
な
り
、
外

出
の
機
会
の
減
少
に
伴
い
、
高
齢

者
の
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
、
そ
れ
に
伴
う
孤
立
の
増
加
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
地
域
住
民
の

つ
な
が
り
を
無
く
す
訳
に
は
い
か

な
い
」「
皆
（
地
域
）
を
元
気
に
し

た
い
」「
子
ど
も
達
に
笑
顔
に
な
っ

て
ほ
し
い
」「
伝
統
を
継
承
し
た
い
」

等
の
思
い
か
ら
、
様
々
な
工
夫
の

下
、
地
域
全
体
（
自
治
会
、
見
守

り
活
動
団
体
、
育
成
会
等
）
が
一

丸
と
な
っ
た
行
事
が
各
地
で
執
り

行
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

主
催
者
の
方
々
か
ら
は
「
今
の

「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
い
う
未
曽
有
の

逆
境
の
中
で
、
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し

て
い
る
」
「
こ
の
状
況
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
新
し
い
形
（
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
型
）
の
多
世
代
間
交
流
や

見
守
り
活
動
を
模
索
す
る
良
い
機

会
と
考
え
て
い
る
」
「
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
全
員
で
力
と

知
恵
を
出
し
合
う
が
こ
と
大
切
」

と
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
　
～
今
こ
そ
地
域
の
力
を
結
集
～

　
～
今
こ
そ
地
域
の
力
を
結
集
～

こ
ん
に
ち
は
　

こ
ん
に
ち
は
　

民
生
児
童
委
員
で
す

民
生
児
童
委
員
で
す

　

那
須
烏
山
市
民
児
協
会
長

　
　
　
　

村
上　

和
男

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

　

昨
年
秋
に
、民
生
児
童
委
員
は

地
域
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

世
帯
を
対
象
に
、「
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
」を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
が

市
町
村
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め

で
す
。皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
名

簿
が
完
成
し
、関
係
機
関
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

民
生
児
童
委
員
の
活
動
も
自
粛
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、定
例
会
や

研
修
会
、福
祉
施
設
へ
の
視
察
研

修
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
も
、感
染

予
防
に
配
慮
し
つ
つ
も
対
面
で
の

応
対
は
遠
慮
し
が
ち
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。そ
れ
で
も
接
触
を
避

け
た
見
守
り
活
動
を
し
て
い
る
委

員
も
い
ま
す
。例
え
ば
新
聞
受
け

に
新
聞
が
残
っ
て
い
な
い
か
、昼
間

雨
戸
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
い
て
い

る
か
、洗
濯
物
は
干
し
て
あ
る
か
、

夕
方
電
気
が
点
い
て
い
る
か
等
で

安
否
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
の
生
活
は

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。感
染
予

防
と
し
て
、人
と
の
接
触
を
な
る
べ

く
避
け
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
す

が
、そ
れ
は
人
間
疎
外
の
勧
め
で

も
あ
り
ま
す
。当
然
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
、メ
ン
タ
ル
が
不
調
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。先
日
、回
覧
で
市
の

方
か
ら
「
那
須
烏
山
市
の
み
な
さ

ま
の
こ
こ
ろ
を
元
気
に
す
る
た
め

○�

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
功
労
者

青
木
久
松
・
片
岡
喜
代
・
二
片
光

一
・
川
上
節
子
・
磯
和
子
・
鈴
木
ア

サ
子
・
小
原
澤
一
夫
・
平
野
千
代

子
・
小
口
俊
一
・
木
下
悦
子
・
佐
藤

ア
ヤ
子
・
豊
田
廣
子
・
髙
田
希
一

○
そ
の
他
の
功
労
者

平
石
環
境
シ
ス
テ
ム
㈱
代
表
取
締

役
平
石
裕
一
・
髙
津
戸
史
郎
・
仲

山
け
い
子
・
野
尻
啓
子
・
長
谷
川

栄
次
・
渡
邉
正
作
・
吉
沢
麻
子
・

黒
﨑
み
さ
え
・
糸
井
孝
夫
・
横
尾

留
男
・
斎
藤
幸
子
・
宮
﨑
洋
子
・

宮
﨑
京
子
・
平
野
藤
子
・
石
川
芳

子
・
栗
田
弘
子
・
蓮
見
て
る
子
・

野
崎
美
佐
子
・
興
野
ふ
れ
あ
い
の

里
運
営
員
会
会
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日野町　縁の会餅つき大会 ワンチーム落合コンニャク造り教室

令和３年度ボランティア活動保険のお知らせ
　令和 2 年度にご加入いただいている ｢ボランティア活動保険｣ の補
償期間は令和 3 年 3 月 31 日までです。引き続いての加入や新たにご
加入を希望される方は、更新・加入の手続きが必要になります

加入プラン 基本プラン
天災・地震補償

プラン
年間保険料 350 円 500 円

ケガの
補償

死亡保険金 1,040 万円
後遺障害保険金 1,040 万円（限度額）
入院保険金日額 6,500 円

手　術
保険金

入院中の手術 65,000 円
外来の手術 32,500 円

通院保険金日額 4,000 円
地震・噴火・津波に

よる死傷
× ○

賠償責任
の補償

賠償責任保険金 5 億円（限度額）

※ボランティア活動の行き帰りも保障されます。

問合せ ･ 申込先：社会福祉協議会本所・支所
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。



　

ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター だ よ り

なすからすやま社協だより　４

令和3年3月をもちまして配食サービスが終了となります。

ボランティア関係の情報がありましたら、ぜひお寄せください。お待ちしています！！　　

問合せ先　市社会福祉協議会（ボランティア担当：石井・大森）☎８８－７８８１

社会福祉協議会は、 皆さんの 「心」 に支えられて活動しています。 ご理解とご協力をお願いします。 

心配事相談　日常生活上のあらゆる心配ごとに応じます！

場　　　　所 期　　　　日
本　　所（田野倉）

（時間9：00～12：00）
保健福祉センター☎88－7881

4月21日（水）（行政・人権相談併催）

5月19日（水）（行政・人権・県民相談併催）

社協烏山支所（初音）
（時間9：00～12：00）
☎84－1294

4月７日（水）（行政・人権・県民相談併催）

5月5日は祝日のため休みになります

協力事業所と受注作業  （12・1月分）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
丸星食品㈱
㈱シオダ

㈲菊地製作所

切干大根袋詰め
ピン取り出し
・袋詰め他
スペア組み他

㈲大森紙器
エム・シー・アイ㈱
㈲坂本製作所　　
㈲菊地製作所　

箱折り
自動車部品選別等
自動車部品選別等
ゴーグルケース等

寄　付（敬称略）

12月1日～1月31日

社 会 福 祉 振 興 基 金
(株)那須ニコン
こがやお客様一同

14,108円
5,347円

福祉サービス利用状況

（1月末現在）

介護保険サービス

ホームヘルプサービス

ケアプラン作成

介護予防ケアプラン作成

114件

160件

26件

介護保険以外のサービス

障害者ホームヘルプ 6件

児童発達支援事業契約数

放課後等デイサービス契約数

障害児相談支援契約

24件

45件

97件

あすてらすサービス契約数 32件

アルミ缶（単位：個）（敬称略）（12月1日～1月31日）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
中山　寛行
滝口　悟
大野　伯恵
野口　節
高野　英知
平山　欽一
さくら会
(有）安藤家具
柏崎　幸男
小池　つねお
横山　泰平
増渕　和夫
佐藤　隆
碓氷　正和
吉川　次雄
愛和苑

（株）アヤラ産業
（株）矢崎部品
（株）日本技研
（株）東北化工
エンナオート
丸星食品（株）
志鳥上自治会有志
大桶上自治会有志
平野建設
佐藤自動車整備工場
ペット霊園那須烏山
粂川　康志朗
植村　篤子
鈴木　喜代子
小倉匿名
桜井商店

500 
256 
300 
460 
590 
500 

1,000 
400 
400 
130 
800 
500 
500 
168 
500 
500 
600 

1,872 
145 
700 
500 
300 

2,000 
4,000 
1,000 

700 
90 

220 
118 
200 
200 
500 

相澤クリーニング
青木　博
荒井　丈生
石川　義郎
石川　翔平　
石橋ベイブ
漆原　義孝
絵本喫茶ぱたぽん
大桶中・下協力者
大谷　修一
大貫　保
小野　幸夫
上境上平協力者
神長中自治会協力者
㈱城東製作所
釜銀
黒須　正夫
小泉　徳男
小原沢自治会協力者
小森　キヨ
五味渕　日出男
坂田屋商店
坂本　信義
澤村　実
澤村　幸男
JAなす南
下境上自治会協力者
下境西組協力者
小規模多機能ホームなごみ
白木屋
高橋　一夫　
高橋　孝雄
高橋　任
玉ちゃん餃子
田村　圭之
中央協力者
栃木県庁南那須庁舎
仲沢　瞳
中村商店
中山集落有志一同
那須烏山商工会
生魚商店
成瀬　一郎
根本　章
野上　明光
野口飲み志会
八ヶ平自治会協力者
パチンコZAPP
菱沼クリーニング店
平野　博
富士山苑
富士食堂
益子　淳一
湊　万理子
森勉強堂印房
茂木なかよし食堂
山あげそば店
山村　誠一
山口　俊一
矢田部　一三
㈲大森生コン
横山農機㈲
吉沢　富夫
和智　祐一
ワンステップ那須烏山

530
1,000

230
450

1,930
150
350
900

1,650
230
150
310
830
200
780
920
530
450
350

1,540
450
590
150
150
150
300

1,650
600

1,210
160
150
60

720
1,440

470
950
450
150
160

4,340
860
390
750
780
150
450

4,050
1,500

500
1,080
2,300

80
690
40

400
750
80

1,050
300
600

1,150
150

1,800
300
240

（合計　20,649個） （合計　48,220個）

　地域の一人暮らし高齢者や高齢世帯に月2
回、温かな手作りお弁当をお渡しすることで、
安否確認をすることを目的に、30年以上にわた
り、実施してきました「配食サービス」が、令
和３年３月の配達をもちまして、活動を終える
こととなりました。
　赤い羽根共同募金にご協力いただいている市
民の皆様や配食サービスをボランティアとして
支えていただいた多くの皆様のおかげで、長年
愛され、必要とされる福祉サービスを実施する
ことができました。
　また、ボランティアの皆様の元気を、お弁当とともに多くの方に届けることがで
きましたこと、誠にありがとうございました。


